
●プレート部やプレー時罰

“

跡胡話殿ま使用後もしばらくは高温
状態1尋農子ま魂触らないようにご港 まく沿ざ嘔豆鼓 恢

― に触れますと火傷
の原因になりま丸お手入れや収納は

冷めてから行うてぐまヽヽ
oスタイリング剤などがプレー降椰こ残わていると次回使用する
時に焦
'力
“

たヽりすることがありますのでふき取つておいてく
′ごt'しヽ
●収納螂まコー睦 本体に巻剖¶ナないでくノま しゝ、コード1嗅
荷が¨ 原因となり、感電やショートの恐れがありま
魂まはコードの傷み」坊0慰収ね厳 直じておいてくだれ ヽ
o浴室内確 し之教 洗面台など水のかかりやすい所
に保管しないでくだれ 火ヽ,,ル覆国になりま魂
●ヨメリ電やお子務α呼

`漏
くところに離 しないでくださしヽ

事故や駒 原因になりま魂

●お手入れをする時は、必ず電源プラグをコンセントから抜い
でくださし■まな 高温になるプレート部やプレート背面の
樹脂部の温度が十分に下がつてからイラ てくださしヽ
●水洗しヽまできませ転 事故や故障の原因になりま魂
o本体の汚れには水で薄めた食器用の中性洗剤をは 柔ら
かい布などこ浸し固0わてから拭いてくださしヽ その後乾
いた布で水分を拭き取つてくださしヽ
0シンナーやベンジス刀レコールは絶対に使用しないでくだ
さし、
cプレート部は清潔に保ち、スタイリング剤や汚れが城わてい
ないようにご注意くださしヽ
次回に使用する時に焦げ付も`たり等のトラ功レの原因にな
りま魂

戯

―電源スイツチをいれても ●  電源プラグがコンセントにきちんと差し込ま
LEDが点灯 I夕郷  ヽ    れていなし、→すぐに側∃を止めて修理な
加熱されなしヽ         依頼す乙
鴛燥暇いが亀 →プト1■で1惜Z響携醐)癌予泥

拭き取乙

拠 プラタ婚請 に熱 ヽ → 力 分 コンセントにお 尼 差b蜃 梗
いないか疑し、→きちんと差し込色 →それ
でも直らない場含まプラク内割り螂 良
→すぐに使用を止めて修理の依頼庭す乙

コ踊嗅削こ熱ヽ →為駆麟陽鉤講ン帥。すぐ
使用中に異常な音や振動 →  酬 功Ⅷ損→すぐに使用を止めて修理を依
がする。           頼す&

本体やハン陶レが異常に →  火傷の恐ねがあ醜すぐに使用を止めて修理
熱し、           を依頼す乙

本体やプレートが変形し ●  すぐに使用を止めでワ理魯躊慣
"乙てしも

プレート部が破損してしヽ → 破損部分ld酬■なしヽ 鋭利な破片により怪
我の航 すぐに使用を働 で明 替撤誠 翫

■本製品は出繭 動義コ罰宛彗訴乱¨ 邪こ努めており
ますべ保証期間内に正制 尤割aSぃて万=胡障暁
端 よ知護て修理いたしま丸
■保証期間内にあつては次の場含ま有筒こなりま魂
1イ莉薩のd訪両滝しヽ場説
2保話劃こお買い蜘 臥お客様急販売吉部栃戯
し瑚許家″素5し まヽ押りを書迷力ヽえられ表多許乳
3誤いたご同電が夫または改週豪 る故障及¨
4お買υN■lヂ後が愉き移臥洛牒昇
5メ(災k鷺 之〕豪

―

酢誠場a
*送料制 よb浄様のコ戴]こなりま丸
■本保証書ま日本国内la■ てヽい
ThЬ vtana"ЬねldtthJapn
■本保証書ま本書で明示しり奪象条件をもとにおし`で無料修理
をお約束す御 で魂¨ 理蠍aこ光てご
不明の場創まお買いJガリ坂知古にお問い合わせくノまヽ 、

・
榊 群覇晰乱 たヽは せんので紛失味 しヽように大切に
イ栞旨してくれ ヽ

■お客様に否記入いただいた保証書の記動内れよ保証期間内の
サービス活動及          のためi研り明させて
頂くた影勒にぜいま魂あらか1蒟こ了承くださハ
■この保証書によつて¨ 予∝ t%者鮨証責任齢及び
それ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制耐 る
もの0まありませた

◎ 閲臥 株式会社 オーム電機
〒342-8502 埼玉県吉り‖市旭3-8

電   源:
消 費 電 力:

プレート温度:

電流ヒューズ:

コード長さ
重   量:

ACllXIV、Ю/ωHz
10W
lω±10て
5A
約15m
約1489ロー駒

製品に関するお問い合わせ :

〇フリーダイヤル 0120‐ 963‐ 006

0公衆電話・携帯電話から TEL 048 992 2735
修理に関するお問い合わせ :

電話受付 :平 日 9:00～ 17:30土曜 9:00～ 1
※祝祭日は休ませていただきます。

保 証 書
●・ A ヘアメイクアイロンミニ

輩 HTl-1300BK HTI-1300WH

商品番号 00-8848 00-8828

保 証 期 間 年   月   日よ り 1年間
お客 様 こ住所

販 売 店  店名

http:/′ www ohm― electrlc co.ip

odo B00u岬

H丁 |-1300

取扱説明書(保証書付き)

このたびは、本製品をお買い上げいただき誠にあ
りがとうこざいます。
こ使用前に、この取扱説明書をよくお読みの上、正
しく安全にお使いください。また、お読みになられ
た後も、いつでも見られるよう大切に保管してく
ださい。

Θ
紐

●本製品に水をかけたり水が入つた浴槽唯動 く0ま使わ
なしヽ また 湿気の多し之あ での保管や濡れた手で使わなしヽ

●プし一 陪mプ レート部笥面のケースは高温になりま寃
o使用中及い するま0動齢ブ■、
●電源ロードが傷ついた`腿 した状態0ま使わなしヽ
●引火物 (ベノ

ミ>ノ、シンカススプレ→ の近くで使わなしヽ
●司螺物 的天紙 ビニーlElの上に置かなしヽ

●
¨

0椰 lよ交流100//1AC(0/50g凋 摯 日神 鋼 弔コンセ

ントにつないで回調す乙
●側甲箇泌 ず電源プ翡 コンセントから抜く

ψ ●ケ満摯や修興■3d望ま祟」ヒ

下記は安全にご使用いただくための
重要な項目で丸必ず守つてください。

わ た取り扱tをす翫k死亡や重

―

す

●ヨ郎 くヽせ毛俯凝∋樹中脚 目的にパーマ榊 u■ で`
くだれ、初 になりま丸
●美溶座であて引L七カ司レσヾ=②を出場 でま2-3日は
使用をしないでくだれ キヽュラ イ勿レ郵瓢が夕財施 り誡

プレート周辺吃角」らなしヽ

使用前

●製品の使用前こは必ず使用説明書を読んでくプまヽ ヽ
●製品の具舗 鴻 潟 ま自分で分解暁 り、修理せ〕胡議崚ン■
爛 割碑 劾 は く力〕きtヽ

     1

わ 月■ん貼 をヽあ と障害また|…
発生する疇セ1卿 される内容林 していま魂

oプレーH"＼直接ヘアクリームやローション事を団ナなしヽ
●毛髪の手スカル ロ的で使わなしヽ

●電源ロードを傷つけたり、破損したり、tlIしたり、無理 こ曲げ
たり、引つ張わたり、ねじつた吹束ねたりし入しヽ まな 重しヽ

のを載せたり脳 ノだり加工u■、

o使用中や回噺黎J胴などの異常神 じに時ま朝]口藍沐E談
す乙
●使用中や側噺鄭よプレートやプレート背面の制旨部力塙温
脚 こなつているた取手などを離由なし、

パーマ液は使用しなしヽ

司豫渤r刀日こi邑ゎヽなしヽ



プレート書『

黄土の粉末を焼き付け
たプレートから放射する
遠赤外線、マイナスイオン

が健康な髪の毛を維持

1電源プラグをコンセントに差じ&ス電源スイッチを「ON」に
してくださし、
2電源ランプが赤く点灯咲プレートが温まり始めま魂
3.通電後数分でプレートの温支が最高温責の約 160てに
なりま魂

4使用後は電源スイッチを「OFF」には電源プラグをコンセント
から抜いてくださし、
5プレート部やプレート背面の樹脂部が十分に冷めてから、

プレート部を柔らかしⅥ姜款■出いてくださしヽ

*プレート音眸プレート背面の樹脂部は高尉こなりま丸まな

使用後もし
'♪

らくは高測犬態が続きま魂角虫らないようにむ注意

ぐまヽ 頭ヽ皮や颯首靡割動財」●之やけどり可国になりま丸

● プレート温度は約160°Cになるように設定しておりま魂

● ストレートの髪質の方はアイロンを素早く動かしくせ毛の

髪質の方はゆつくり動かすようにすると、髪を傷めず上手に

アイロンがかけられま魂

1.ブラシで髪を整えま魂

●シヤンプ■麓髪を半乾燥状態

まで乾かしま丸
X乾いた髪の場合は蒸しタオル
等で髪を湿らせておきま丸

●ブラシなどで手先のもつれを

ほぐしま魂

2.タオル等で首筋から肩を
保護しま魂

● プレート部やプレート背面の樹

月鵠Fは高温になりま魂肌に触

れますと火傷の原因になりま丸

● 使用するタオル等は、熱に溶け

やすい材質 (サイロンなどでは

なく― 醐 従 し■

電源ランプ

動作中LEDが

点灯します。

二重安全装置 (内部)

1)過熱防止PTCヒーター

カ電流ヒューズ

晰 スイッチ10N/OFD

電流の入切りを
おこないます。

1.毛束をはさむ。

● ストレートにしたい箇所の毛東

をプレートの間に挟みま魂
χこのはできるだ|ナ争―に1栞狡

髪とプレートが直角になるよう

にしてくださし滝
丼毛束を多く挟みすあ と上手に

仕上がりませ鳳

2.毛先に向けて動か魂

● 髪を挟んだら、そのままにしないで、すぐに毛先方向lTt
向)へゆつくりと滑らせるように動かしま丸
子パチパチと音がする場合|よ髪の水分が多く、高温のため水

滴が蒸発してい引燎 で丸そのまま使用を続けますと火傷

の原因になりますので ドライヤーなどで少し髪を乾いてから

ご使用くださしヽ
姜ストレートになりにくい時|よ 1′ 2の操作を数回繰り返して

くださしヽ

3.4tL,ずる

● イ土L↓力こブラシで軽く整えま丸

● 広力ちたりD睦演陽の場合!よヘアクリーム等で整えてくださし、

● まだ髪がわ ている場合はドライヤーで乾かしてくださしヽ

1.毛束をはさむ

● カールを付けたい箇所の毛

束をプレートの間に挟みま魂
袢このはできるだけ均―にな

るように挟んでくださし、
米毛束を多く挟みすぎると上

手に仕上がりませれ

2.プレートを返丸

● 髪を挟んだらすぐに髪の

根元から毛先に向かつて外側

階 きの騎 または内側

(内巻きの場冶うに手首をひねつて

アイロンを3(ぴ返し 2′ 3秒

過ぎてからそのまま毛先に

向かつて動かしま丸

● 動かすスピードは通常のブ

ラッシングよりゆっくりで魂

セミロングで研笏ヨ象ロング

で確 を目安にしてくださしヽ

● 音囲 にカールを付けたい時は、その部分だ
'ガ

来狡

プレートを返してカールしてくださし、

3.4LLげる。

●仕上!力こブラシで軽く整えま魂
ヘアクリーム等で整えてくださし、

まだ髪が湿bている場合はドラ

イヤーで喘かしてくださし、

1毛先から数センチ上の毛束
をプレートの間に挟みま魂

2挟んだまま毛先に向かつて
アイロンを動かしカールを

付けたいところで手首を外側

晴 きの卵 又は内側

(内巻きの輸 に返咲返した

ところで 2′ 3秒そのまま

裸特してから離しま丸

*この時は褒 るだけ均―に挟

んでくださし、

*毛束を多く挟みすぎると上手
に仕上がりまさん。





△注意
o本製品に水をかけた り、水が入つた浴槽な どの近 くで使用 しない

で ください。また、濡れた手で使用 しないで ください。

0極端な高低温 になるところおよび湿気の多いところには保管しない

で ください。また、乳幼児やお子様の手の届かないところに保管

して ください。

●分解、修理、改造禁止。


